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宇宙航空研究開発機構 (」AXA)の 概要

1発 足

平成15年 10月 、宇宙科学研究所、航空宇宙技術研究所及び字宙開発事業団が統合して発足。

2規 模

職員数1,661名 (平成18年4月現在)、予算額1,801億 円(平成18年度予算)

3事 業所

調布(本社)、筑波、相模原、種子島、角日、丸の内(東京事務所)他

4事 業概要

(1)自律的宇雷開発利用活動のための技術基盤維持・強化

(ロケット、宇百ステーション補給機、射場設備、追跡管制設備、試験設備)

(2)宇宙開発利用による社会経済への貢献
―安全 安心お社会の構築(地球観演1衛星)
一国民生活の質の向上(通信技術試験衛星、測位実験システム)

(3)国際宇宙ステーション事業の推進による国際的地位の確保と持続的発展

(4)世界最高水準の手宙科学研究成果を得ることにより、人類の知的財産の拡大に貢献

(宇宙観測、月 惑星探査)

(5)社会からの要請に応え、航空科学技術研究を推進し、国産旅客機開発に貢献

(6)基礎的Ⅲ先端的技術の強化

中 期 計 画 の 概 要 (平成1 5年 1 0月～平成2 0年 3月)

L _理 垣型垂空望2Eと二と≧■靖望室    1  事業例_1

①自律的宇盲開発利用活動の
ための基盤技術維持 強化

③国際宇宙ステーション事業の
推進

▼ロケット開発
▼打上射場 追跡局の整備 統合運用

▼技術基盤の維持 向上

▼安全 安心な社会構築(陛卓観測技術

お呈によりけ災危機管理等)

▼国民の生活の質の向上(通信4r里によ

る高速大容量通信等)

▼■ロステーション開発 運用 有人字宙

活動推進

▼利用拡大(宇富環境利用研究年の科学

研究含む)

▼科学術畳による■宙観別研究ブロジェク

ト

▼科学衛星による大曜系科学最斑研究プ

ロジェクト

▼国産小型航空機技術の研究開発

▼航空安全技術の研究開発

▼先端的 蔵茅的研究(プロジェクトlPE力

先端技術研究等)

④宇官科学研究を通じた人類
の知的資産の拡大への貢献

交霧塚警房及び交流

⑤社会的要請に応える航空打
学技術の維進

⑥先端的 基能的技術の強化



1.」AXA事 業の現状について

(宇自分野)
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宇宙輸送システム

宇宙開発利用の推進

国際宇宙ステーション(ISS)事業の推進

宇宙観測と月・惑星探査の推進

基礎的・先端的技術の強化

」AXAの 予算動向とその影響

平成11年度から平成17年度にかけて   |
6年進続て削減(約500億 円/22%)。    |
ブロジエクトの中止 延期年を余懐なくされてい

るほか 中期目標を達成し 基盤技術を維持す|
る上で もはや限界となつている。

亭宮開発予算の肖」流とともこ 宇宮産業への影撃が拡大

臣巳棒 宙確需=産姿り売上高    ほ 巨座三田産業昇91t尭畳壌

平成1 2年度。6 9 9 口ヽ小ヽ
本1 6 1 1 ,「j (お" )ヽ 0 エ

平成0( I F  E O 3ヽ人おヽら

A 2 1 4 0人 ( l t 2 1)ヽのエ

X口 ,フトや市と'OR廟 いや0上 に霞草めWSを 'うに,        い ｀氏''ロ エ●0日 ヽ

■宮機器産業の売上高は 平成12年度より約41 のヽ減

従業者は、平成9年度より約28町の減。

○■宙開発予算の大幅な削減に伴い 産業界では 栄検技術者の社持や

製造設備の維持 買新が困難となり国内産業の空洞化が加速.

○この危機的状況を打開するには 予算増加により自律性の確保 1言頼性

の向上 国際競争力の強化を図け値全む産業技術≧埋の維持が必要。



_=__■._■法車 一工毒車・=―=‐'す  ―
<開 発・運用の状況>
尊 HllAロケット

基幹田ケットとして運用中(H2A202系)。H2A204型

については、平成18年度打上げに向けて準備中。
O HJIBロケット

平成20年度試験機打上げに向けた開発を実施中。
S宇 宙ステーション補給機(HTV)

平成20年 度実証機打上げに向けた開発を実施中。
韓 LNG推 進系くGXロケットX2段 推進系)

H■lAロケット、HJlBロケット、HTVlこついては、第3期

科学技術基本計画におけヽて日要去眸持衛と位置づけ

られている。

※は ロケ,卜につしては、その中型ロケツトとしての必要性に鑑

み、技術的課題に見通しが得られた時点で評価 検討を

行い、戦略重点科学技行として位置付けることとされている。

短墜墜垣茎五=シ ヨン筆

黎
中。

む MV回 ケット

運用中。

|
1

世界最高水準
の基幹回ケット

の確立 維持

基幹ロケットの打上げ

を通した軽寝運用を

着実に実施し、ロケッ
ト技術を成悪化。

に な な

H IIAロケット(H2A204) H  I I B ロケツト

将来の動道間輸送に対応できる
自律的な技術基盤の保持

<地 球観測衛星の開発白運用状況>

>陸泣観測社術衛星「だとヽち1の運用状況
平成18年5月に初期機能確認段階を終了し、
初期校正運用段階に移行。
平成18年 10月 頃より、地図作成、土地利用、

災害監視に利用される計画。

>掃 室効果ガス観測技術衛星 (GOSAT)の 開発状 況

平成20年 度の打上げに向け、詳細設計を実施中。

発利用の ( 1 / 2 )
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2宇 宙
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G P M計 画

>者と現甑堡J圏匿陽上自口雪ど
日米協カミッション。TRMMを引継ぎ全球降水観測を行う計画。

(」AXAは レーダ、NASAは 衛星システム他を担 当する。)

平成22年 度以降打上げ予定。

>疑 鋤勁霞畠迦働員血艶Ш左旦0運 用状況

日米協カミッション。低中緯度の降雨観測を運用中。

当面平成21年 まで運用を延長。

TRM旦

市

.庄円i

口P貯t

i出てつよ辞盟:

ぉF僻引

々

「だいち」、COSAT、 GPM′DPR、 高精度劇位実験に

ついては、第3期科学技術基本計画におして「海洋地

球観測探査システム」としてE― L位置づけら

れている。

PRISMに よるま士蝉



1 2宇 宙開発利用の推進弦ィタ)____!な i‐↓

<通 信 測 位 衛 星 の 開 発 ・運 用 状 況 >

>技 術試験衛星Ⅷ型 (ETS―VHI)の開発状況

平成13年度打上げに向けて、システム試験を実施中。
大型アンテナ部分展開の執道上実証をアリアンロケットに

より実施予定。
静止衛星軌道からの移動体通信実験等を実施。

>超 高速インターネット衛星 (WINDS)の開発状況

平成19年度の打上げに向けて、衛星システムを組立中。

固定超高速衛星通信技術の実冨I実験を実施。

Ka章 マルテビームアンテす

南アジアnけ

アンテ,Emの nti実 【(い成 4ヽ)

(本卓X● 々応予定)

>高 精度測位実験システムの開発状況

Ka帯マルチビームアンテチ

国内向 十

衛星搭載機器について各種試作試験を実施中。

>データ中経技術衛星「こだま1の運用状況

陸観測技術衛星「だいち」との衛星間通信実験

を継続中。
今後rきぼぅ」との通信実験を計画。 「こだまi

>光 衛星間通信実験衛星「きらり1の運用状況

欧州宇宙機関(ESA)の静止衛三ARTEMIS及

び光地上局との通信実験を継続中。

イ々⊇t i 一車
J人類史上最大の国際科学技術協カプロジェクト(執道上実験室)として、米、日、欧、

加、日の5極の間で締結した宇宙基地協力協定(IGA)のもとで開発。

>ISS計 画の見直し

平成18年 3月の宇宙機関長会議において、セン

トリフュージ、ロシアの科学電カモジュール等が削除

され、組立順序が了承された。

>日 本実験棟 (」EM)「きぼうJの開発状況

船内実験室については、米国スペースシャトル射

場(NASAケネディ宇宙センター)にて整備作業を継

続中。
船内保管室、ロポットアームについて、米国への輸

送へ向けた準備作業を実施中。

宇宙環境を利用した、結晶生成実験、流体物理

実験、細胞培養実験等を実施。

Ko帝 広政電子 定なアンテナ

大型7ン テす0展 開厳強

,■,ィ■百tン'一 XSC【 てrr■ の十どまう1

EM)



13国 際宇宙ステーション(lSS)事業の推準(2//2)

く今後の計画について>

>承 帥
平成22年 までにISG組立を完了するため、N

ASAは 最大18回 のスペースシャトル飛行を

計画。

スペースシャトルの次回フライトは平成18年 7

月となる見込み。

>「帥
打上げ順序は、スペースシヤトルの次回打上げ

から数えて、8)9,12番 目となる見込み(平

成19～ 20年 度)。
「きばうJ打上げの1便 目において、土井宇宙

飛行士のスペースシャトル搭案が決定。また、

山崎宇宙飛行士が同ミッションを支援するり

ルーサポートアストロノートとなることが決定され

た。

難

可称 打上けロ 主なアライト内g

uし,14
ス本―スシャトル

(STS 121)
飛行再開テストフライト 与 E品 /曝ほB● 送

42A スベースラィトル PO“ トラス (大虐tお ネネル)

12A4 スー スラィトル '0トラス 'E″ 千与圧邑tn基

“OA ス人一スラャトフレ S 3 4ト ラス (六回電湾′(ネ′り

ス本一スラャトル SSト ラス 与 留 チ与こ島臨法

AWl アリアン5 欧打補は4(AW)

“OA スペースウャトル ノー レ

1● スペースシャトル 欧州宝酸告 (ヨロンパス)

t」A ス本一スクャトル
工 町砲内保せ室 カチ策 泳 目的ロホ ットア千ム

(y,w)

1」 ス来―スレャトル jF市ねP7表崚芝 JEMElポ ,ト アーム

ス人一スシャトル S Oト ラス (六日なた′(■″)

しに'2 ス人一スシャトル 与 EBい 基

0代 ブロトン0ケフト nシ フ,目 的実験モジエール 欧 州0ポ フトアーム

"rA ス本一スウヤトル 」ビ舶 あ実監 ブラフ ト'オ ーム わ 舛′(レッ ト

1‐ スベースレtトル 0人分のねコ幾 酸

“TVl いⅢ回 キ宝ステーウョン情おこ (HW)

ULF0 ス本一スシャトル 88品 お速

ス本一スシャト,レ 与と B的 送

utFr4 スペースラャトル 燿 8B砲 差

20A ス人―スシャトル クード0 ■ ‐―ボラ

uし,s ス本一スシャトル 48BIn基

プロトン0ケフト ロシア研究モ シュール

1,4宇 ヨ観測と月=惑星探査の推進(1/紘  t張=_▼

◆X線/赤 外線を用いて多様な宇宙を観測する事により、主宜の撞堂と≧上を探る。

◆金星、水星へ探査機を送り、これらの盛星の個性と環境を本格的に操査する。月探

査計画・太陽観測等と合わせ、現在の太陽系の遠堂二知るとともに、太陽系の成り立

ちを探る。

<科 学衛星の状況(1/2)>

>

オー回ラ観演1を実施。定常運用中。

>逮蛭ヨ匿瞳団剛崎聾ヨ旦型茎週埜旦上
磁気圏観測を実施。定常運用中。

>小 型科学衛里 「れいめいJ

オーロラ観測を実施。定常運用中。

>算23号科学衛星「すざくJ
X線望遠鏡等による宇宙観測を実施。定常運用中。

>畳 21号 科学衛星 「あ力山

赤外線望遠鏡による宇宙観測を実施。初期観演!実施中。

>第 17号 科学衛星 (LUNAR― 全土
ペネトレータの技術課題の見極めに向けた取り組みを実施中。

>月 周回 箇塾 SELENE)

平成19年度打上 すに向け、衛星システム試験を実施中。

将来の月面活動や利用可能性の検討のために必要なデータ

取得を実施。 1 1

車ュ井キ曽飛行士



lf女._予F揮型【月f馨星探奄? (2//2)

SOLAR― B<科 学 衛 星 の 状 況 (2/2)>

>串 sOLAR― B)

平成18年度打上げ1[向け、衛星システムの総合試
験を実施中。
可視光、X線、極紫外線による太陽観測を実施。

>Booi Colombo

欧州宇宙機関(ESA)との協力。
」AXA側作業として、必要な機器試作等を実施中。
水星の磁場、磁気圏の観源,を実施。

>整 4量科掌を新景 〔!LANEI⊇
平成22年 度打上げに向け、プ回トタイブモデル(PM)
の設計を実施中。

型 C 。1 。血

金星の大気観測を実施。

>第 20号 科学衛星 「はやぷさJ

平成22年 度の地球帰還に

向けて、復旧運用を実施中。

口平成15年5月98 ,内 芝浦宇宙空間観調所より
MVロ ケクト5号とにて打■ ,

日平成17年0月Ⅲ2日  小 憲星rィトヵヮJ近くに罰寿
口平産17年■月20自 :,一 ゲクトマーカー機下

「イトカワJこ着隆。
●平成“7年11月26日 :車着塵に成功
口平成22年6月崎  :地 球に再逮予定 |●■ Ta

「はやふさJか 切ヽり椰された88万人署名人ツタータットマーカー
12

,,■
'こ=

小難早 rィトカワ 1

rl襲

_   _1‐ 0基 礎的口先端的技術の強化

あるべき姿に向けた基盤活動

<技 術研究活動 (宇宙分野)(例)>

項 目

(戦略)

ミツンヨンロードマップ
(戦術)

1 技 術ロードマップ  |

術
里
技
術

誘導制御技術

通信技術

電源技術

憩 構造技術

推進技術

t::二二] [EE三二 [二三二二IttEE三] [二二三ヨ 部品材料技術

輸
送
技

術 高信頼性輸送系要素技術

将来輸送技術

有
人

探ヽ
基

そ
の
他
の
技
術

ロボット技術

融  艦
優位性を

維持する

研究開発

技術成熟

度 信頼性

の向上

将来に 町 月探査技術

けた萌芽
的研究

有人/エネルギー技術

宇宙環境/デブリ技術

OSTP基 本戦略
SAC長 期的な計画
」AXA長 期ビジョン 等

i3



2.」AXA改 革に向けた取り組みの状況

１

２

３

２

２

２

信頼性改革本部

技術課題への対処

技術基盤向上

意識向上

信頼性向上に向けた取り組み

ミッションサクセスに向けた改革について

」A X A 長 期 ビ ジ ョン 「一 J A X A 2 0 2 5 - 」 の 策 定

2 JAXハ改革に向けた取組みのな況 ……… … 姦_
」AXA発 足直後の一連の事故(HllA6号機、みどりI、のてみ)を真撃に受け止め、我が国の手宙航空

分野の研究開発機関の中核として求められる姿について機構を挙1北検討を行つたく平成16～ 17年度)。

i 4

理 事 長

信頼性推進評価室
〔室長 :

関谷 前中部品質督雲日会会長
H1671～ H17930

佐藤 日立雲作所憾名番日間
Hl,101～ )

開発業務い組織検討

委員会

プロジェクトの進め方
及び開発組織のあり方

を検討

長期的ビジョン/

中長期戦略検討委員会

長期ビジョン及び

中長期戦略の検討

ステークホルダー(産業界、官庁等)
15



2.1 lH揮性向二悟",1醐 残畑ス盆,____
子成15年のHllAロケット6号機打上げ失敗などの一連の事故

を受けて設置された「宇宙開発委員会特別会合」の提言 助言。

平成16年 7月

信 本部〔
信頼性推進評価室を設置

<信 額性改革ホ部>

目的!信頼性向上に向けて機構を誉げた取組みを
行う(本部長:立川理事長)

実施事項:

0)技術課題の徹店的解明

重要技術課題の解明をタスクフォースを設置じ

て実施

(2)総点検活動

(3)独立nT価テームによる評価

(4)その他(衛星系設計基準の体系化へ信頼性向上

研究、教育 副線の充実)

<信 頼性雄進評価ヨ>

目的:

外部専門家による第二者的な冷静な目で」AXA

及びメーカの取組み状況について点模。理事長
に報告。

回ケットの打上げ成功率(国別)
期間:昭和55(Ⅲ980)年 ～平成18(2006)年

“
機

4Ⅲ 朝何 コ 4.      ・
・'E/式8B

日 欧 米 白 , イ イ
ツ 州 日 本 国 ツ 入
ア                            ド     ラに

ど排離蹴瀞麟傍告】を,。_ゎ.Ⅲ.,1,…和ユOJ■"コモLL)  テ

1●

2  1 信頼性向上に向けた取り組み(2/4)

<信 頼性改革本部の活動状況>

Oタ スクフォース活動

>回 体ロケットモータエロージョン
>LE-7A液 体酸宗ターボボンブ

キャビテーションサージ
>ロ ケットバルブの高信頼性化

○信頼性問題の水平展開
と関連する知見の集約

>高 機能集積 回路(FPGA)不 具合

>ASTRO[‖ 太陽電池セルテ」がれ
>ASTRO Fト ランジスタ果物混入

O信 頼性向上手法研究
>確 率論的リスク評価(PRA)等の

新しい手法をブロジェクトヘま

行的に適用し進めている。

Oデ ータベースの充実と設

計基準の体系化

>「衛呈系設計基準検討チーム」を
設置し、帯電 放電、ハーネスのディ
レーティング 亨ブリ対策、絶線対策、

草―故障防止に関する基準を検討

している。

信頼性向上のための

手法研究と体系化

信頼性向上に重点を置いた
ロケット/衛 星の開発の実現

プロジェクト

点検活動

〇信頼性確保のため

総点検を実施

ｌ

寸

＞

＞
＞
＞
＞

S A C調査

部会にて

審議

O総 点検手法をプロジェ

クト業務に組み込み

>01CETS

>SELENE

>ASTRO― F

>SOLAR― B
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21信 寝性口■に則理 験 す【ra
(1)信頼性確保のための具体的取組みくロケット)

O継 続的な管理
整備したリスク管理表、詳細FMEA

/
筋たな薗40ケ ットブー入'り ′ズル宗

|■==マ , (Fauに Mode ETect Anaけsも)等を継続、充実

Oタ スクフォースによる重点的な取組み

0固 体回ケットモータのエロージヨンメカニズム解明

②LE 7A(第1段エンジン)液体酸素ターボボンプのキャビ

テーションサージメカニズム解明

Oロ ケットパルブの高信頼性化

印 組み

■J狂盈埜五討醸差施等1雪ょる'=2全 =ス の篭積とその充室

27-4ト モデル卵 強化壼近生笙国体屯理 にブ=ス との開発等】

e立 量的な信連廷型価/り 丞2証 匝手法にとコ調矛手法鍵

18

のミッションの経続に対して脱覇な設計.

》区Aと三菱重工業開の間でプライム体制によるH IIAロケット標準型(平成18年 度打上

げ予定)の製造請負契約を平成16年度に締結。

2 1 信 上に向けた取 組み(4/4)

荷重電振 大爆■れ′`ドル孫技術

に園する,ス クフォ
ース活動

今後の笛星開発における取り組み

①実利用実証ミッショラにおける簡星バス技術

は、信頼性を確保するため、既存技術を繰り

返し活用するとともに、開発期間を短縮する。

②―層の信線性向よに向けた活動
>開 発初期段階の強化

>技 術成熱度lTRL)の評価
>事 前の宇奮実証の実施
>知 見の拡充、試験の充実、人材の育成

印

>温 室効果ガス観測技術衛星(COSAT)

全体を取りまとめる企業〈プライム企業)が複数企業にま

たがる製造貢仁を一貫して果たす。

・ただし、観測センサについては、特有の技術が必要とさ

れることから、対応できる製造企業が担当する。

時と' シ丹二子をす= ~ 1

1 顛 珂

引蒋魚呵
生岳==2承 章ととに DA2

印■■工て体) 1,
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2 2ミッションサクセスに向墜ぇ理 に9いて(lr4?土!募=……_
<経 韓>
・開発能力の向上を図り、より確実をミッシヨンの達成 (ミッションサクセス)に資するユ を目的に、平成16年 3月に「開発

業務 細臨検討委員会」を設置。

改革方針の検討にあたつては、「開発基本問題に係る外部諸問委員会(委員長 :ゴールディン元NASA長 官)Jから助

言を受けた。
平成17年 9月 、実施方針に基づき組織改革案を取り題めた。

プロクうム′7・ロデエクトを組

織的に支援する体制
の強化

プロジェクトライフサイ

クル上流の活動強化
戦略的技術開発

人材育成とコミEL手

ヶ―シ圭ラの向上 |

>シ ステムズエンジエアリ
ング組織の新設

>技 術分野毎の専門技術

グループの設置

>安 全‐開発保証体制の

見直し

>ミッション壁 ツプ
と戦略シナ姓とと室室上

>概 念検討、概念設計を
」AX対地出2度 衝を結
集して実施する機能左
設置鯉堕壁畳左 ョレ
デザインセン垣 。

>な れの唖 マッ2と に
成

>整 査E麓 遺と蚤慮旺
キー技術に関する先行
的田究産戦略的に実施じ

>職 員の能力向上と
「学習する組幾」への

アプローチ

ン「コミュニケーションJ

の向上

20

2.2 ミッションサクセスに向けた改革について(2/2)

|______」十
1チェック|

|   &   |

十パランス|
‖  ~~弓|

~子
司

と__J十
1チェック||

|   &   |

1｀
豆室二と|

プログラム・プロジェクト
十安全・信頼性

1推進部
十(S&MA)

安全 開発保証技術に

！

蓮携支ぽF~~

情報・計算工学センター

情報技術開発

数値シュミレーション技術開発

スーパーコンピユータ運用

システムズエンジ
エアリング組織

統括チーフエンジエア

チーフエンジエア

システムズエンジ
ニアリング推進宣

安全 信頼性推進

~‐
1連 携 支援

誘導 制御技術 宇宙構造技術

電源技術 字宙無技術

柿三推進技術 通信 データ処理技術

部品 材料 機情技術



23」 AXA長 期ビジョン「一JAXA2025-」 の策定 (平成17年 3月 31日 )

ビジョンの位置付け

0今 後20年 後までの学宙航空分壁の望墜ヒい窒及びその実現に向けた方向性について、提案したもの。
0そ の実現には、関係各機関が一体となった取組みが不可欠。
・広車 か立としヽ 強 日申 技を得ていきたい。
●特に、国が策定するE腹 翌図■各種計画L菫 室筆上生適ヨ厘塑土処盗ことを期待したい。

」AXA長 期ビジョン概要
世界塩高の信頼性と競争力のあるロケットや人工衛星を 開発し、安全で豊かな社会の実現に貫紙する。また、トリブサイエンスを
推進する注 もに、独自の右人草宮活動や、月の利用″HD等いを進める。さらに、マツ 5ヽクラスの経超言速実験機の実証を行う。
これらにより、宇宙航空の基幹産柔化に貢献する。

ビジョン(1)
'宇宙航空技術を
活用することで、

安全で豊かな社
会に貢献する」

ビジョン(2)
「宇宙の謎と可能
性を探究するこ
とで、知の創造と
活動領域の拡大
に貢献する」

ビジョン(3)
「世界最高の技術
により、自在な宇
宙活動を確立す
る」

ビジョン(4)
「自立性と国際

競争力をもつ

宇宙産業の成

長に貢献する」

ビジョン(5)
「航空産業の成
長への貢献と |

将来航空輸送

のブレークス

ルーをめざす」

の難虹
URL :

長雅 ション食鹸El ド親 “__

宝=t t管 理に日,`
壇言崎ととコとo向上

日顧u所 どどな1人た勘=町o宮摘 |

自
立
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と
口
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！
鶴

亭営利用による

Ⅲ課題解決型の

:Fi会
システム

tP測
系探査

・利用

人宇宙

活動

宙輸送

独自の有人溝在 活動
を可能とする技術の確立

航空慢襲遺産楽を
日本の基幹産楽へ

超言速機のま市実証

― ▽ ‐ い 備 ム磁臣 臨 を手へり組首

日と力ヽ国it慎 o日,ビ )は にとい 確 “J明 , ビ 〉
「ィ方 リジ,臨 空tJO日 R

口

一超極選鱗 撮ュ1衿ほ籍銀鶴釜雪品ギ〉略難納甥盟輩

―ヽ

2005年

政策ツールとしての  FI

西“座=分,■■目による予■確力0自■ど
モ′(イル言々 ,tO口 E

月妥査の生朽閣発去ど愛産

次期日ほ布人手宙‖宙j

世を単単F音ピ評母培あ艶カ
お送系彗碑螢馬のほ立

有大計巨青手にF 3けた輸送栞ほ馬の実【
再憶粛技馬の実用化

有人輸送岐行のほ立
|システム



3=宇 宙産業の成長への貢献

24

急,■目底蒜峨威最頗 転幽 張

<HJ:Aロ ケットの民間移管 >

oH+A口 ヶットこついては、飛行実証を通して設計を確定した技
術を三菱重工業備に移転。

O平 成19年度より、民間の効率的かつ迅速な経営手法によるコ
スト低減対策、製造責任の一元化による品質向上等により、国
際競争力を確保し、民間による打上げサービス事実化を目指
す。

く保有施設 ・設備の供用促進 >
O産 業界への支援策として、民間企業では整備できない」AXA大 型

試験設備の活用により産業競争力強化に貢献。

<宇 宙産 業の裾野拡大 に向けた取 り組み (次頁参照 )>
宇宙のしきいを下げ、非宇宙分野からの参加者を増やすことを目的
として、以下の取り組みを実施。
O字 宙オーブンラボ制度
O成 果活用促進制度
O地 域 中小企業との連携推進



3宇 宙産業の成長への貢献(4/?)__

<宇 宙産業の裾野拡大に向けた取り組み (事例)>

ほ"ヽ iヽ‐Lit,中 i=“■Fi it!■ⅢⅢII■■■ ⅢヽⅢⅢ…Ⅲ…  …

亭宙へのしきいを下げ、これまで宇宙に関わ  :

i りのなかった企業 大学等の新しい発想を取

|と撻理を掘思智騨 誉民忌サイ女 CuboSat級 超小型綺星を用いたにコス

ト迅連な宇宙実証 ■宙コ!用ビジネス国際宇宙ステーション内での

映像撮影機材レンタル事業
: や地上技術を宇宮に活かしビジネスを使進ど
'   ■ 1 ャt      、i                                 tti!tt, !

!…営苗基轍 六あ浜i村崩督ど品モモ撞品化を猛笥献r‐1
i  〕AX Aが その製品開発を支援する制度。        1

:鰹 41:::甘fFli:
京六匠畳里と しJ三節最J
東大阪中" 企ヽ葉の高い技術力を本一スとし 大阪府 大阪市立

大学 東京大学ユ古大販大学などが李画し 新エネルギー T‐業

技術窪合開曳機結(NEDの と理技術研究促進事業に解択され

小控崎皇「まいどJの開発 製造の実現に向 ,て 産申官連続め

モデルとして実施

平成1,年4月 大 阪府大は 'りヽ型手奮校システムArtttシ

ター わ(策定し 小型荷皇の先進技術等の共同研究を進め セン

ター独自の崎堂提票 学生の楠里システム絞計を通したモノ0(

り教育を実施

口缶テューハイ ダイヤカット岳による■サイ

ンヽ好辞で 2001年の発売以降の3年十て

約2500ほ日の発上 な夜を経市じつつ

30%軽■化を実現

白タイヤブロック内を,め細かい切れ目が互い

に支えあう枝雑な立体形状を採用し ブ

レー■中のフロックの倒れこみを抑え 路

‐冥長寮島忌勇苫阜盲貿為官暑ど:憎苫1.―
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4人 材育成及び教育普及活動について

4 1

4 2

」AXAの 人材育成

教育への協力

27



41」 AXAの人材育成

■確実なミッション達成に向けて
一技術洞察力を有する専P5技術者を育成する
―システムズエンジエアリング、安全 信頼性(S&MA)に 関する専門能力を有する技術者を育成する

―プロジェクトマネジメント能力を有する技術者を育成する

日実務を通じた実践的なスキルの習得に人材育成の主眼を置く

②専門スキルの向上 ③異動・採用 キヤリアパス

●求める人材線 キャリアパスの設定

0人 員配置計画 人事運用計画

●中 長期の採用計画

28

①必要な技術力・人材の継続的モニタリング

●実務を通じた教育 訓練(OuT)

●システムズ エンジエアリング研修

●安全 開発保証研修

42教 育への協力

大学院教育協力要講に応えるJAXAの 取組み

「      話 石整
~'……`

1 0共 同事業を通じた大学院教育協力へのより積極的な貢献

i O必 要に応じた費入れ学生の増員

中・高校等の教育現場への協力王王王三障
―― ――

引 正三王王憂垂
①教育現場との連携によるプログラム開発

②研究機関との連携による矢口識共有
①教育機関との連携による機会倉J出

最先端の宇宙航空研究開発現場
で大学院教育

連携大学院謡窪Ⅲむ

宇宙教育センター



資料集

我が国の宇宙開発の状況
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我が国の宇宙斑綾 簿(,__r r rr一i■ ,,=___  ■ tムⅢ Ⅲ― 点 ='| …  ‐ :‐まとt_

【1950年代】 ～ 戦後の宇宙開発のはじまり ～

>東 京大学1こかけるベンシ,レロケットの発射により、日本の戦後の手宮開発の康史が始まる。

【1960年代後半】 ～ 宇宙開発に本格着手 ～

>社 会の要請を踏まえ、実和1用分野での自国衛呈の開発と国内打上げを目指す。

【1980年代まで】～ 順調なキャッチアップ ～

>利 用機関(気象庁、NHK、 NTな ど)と一体となつた衛三 ロケット開発

【1990年代前半まで】～ 宇宙先進国の仲間入り ～

>H― Iロケットの連続成功、大型衛星′〔入開発など宇宮先進国への仲間入り。

>X線 天文字など、日本における特徴的ミッシヨンにより宇宮科学分野における世界的成果の実現。

>国 際宇宙ステーション計画、地球観測分野、宇宙科学分野をどにおいて、欧米と対等な′← トナーとして国際的地とを獲得。

【1990年代後半以降】～ チヤレンジとつまずき ～

>1980年 代後半の対日貿易赤字を背景とした対日圧力(米包活通高法スーパー301条 )1こより、1990年に日米衛星協議が

成立。
一公的機関による実用億星/高 楽衛三の調達は国際霊争入札に。
一NASDAによる開発は「技術開発衛畳」に限定。
一技術的キャッチアップとお秦市場へのつ入を目指した従来のシリーズ型の行三開発方式は打切り。

>以 降、限られた資源の中、新規技術追求路線を余犠なくされ、技術的1[チャレンジングな衛星開発が中心となる。

>情 報収集衛星の開発 打上げを開始

>ロ ケットは、H―IAロケッHこより市場価格に到達。現在、成功率(信頼性)向上が最重要課題。民間移管中。

32

！府 算

【各国の政府宇宙予算の推移】

日本の政府全体の宇宙予算規模は平成13年度をピークに漸減が

続いている一方、欧米の宇宙予算は増大の傾向

米国軍事予算

米国非軍事予算

欧州非軍事予算

日本最隻

欧州軍事予算

1980     1984 1990 1996 2002

まな手富 予算め推移 198 0 2 0 0 3年

出集 !ユーEl濠ンサルト

W"J P6sPcas b「 c。4「,n●rl S,aco Mateに 2004 EJⅢ印 こ でつ rltrm“「■る
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単位 :百万ドル
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米国、欧州、日本の各国予算比較
|,■■=rt= に 志 ムと と __t…  I― FF転 _と  ,!

<括 F.51内の数字は全世界の手宙開発予算に占める害!合>

350

300

250

億ドル 200

150

100

50

0

(77° /0)
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日本 その他

各国宇宮予算の比較(主要幸宙活動国予環(2002年)から推計)
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各 国ロケットの打 上 げ成 功と失敗

我が国の手宙開発は、世界と比較すると経験が圧倒的に不足している。機能性能1こついては

世界最高レベ,明こ到達したものの、実績を積み重ねて信頼性を確保することが喫緊の課題。
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米国(NASA)、欧

現状の」AXA予 算規模 はNASAの 約 1/10、 ESAの 約 1/2   1

| 1宇 宮航空研究開発機構(」AXA)|
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宇宙関連組織の人員規模の推移

■中

(人)
1000  1

1100

1700

1600

1311 Ⅲ叫 2),1

は世界の宇宙機関の人員の比較

※宇宮機関比較 JAXA:欧 州 NASA=約 ■ 5:10
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予算削減による我が国の

宇虜産業への影宰

宇宙開発予算の肖J減とともこ ■宮産業への影響が拡大

!国内宇百中 X 9 ,ッ トヽ 寄二年の■翔■や

ヽ上確ほ年り製ほ=l t●産業

(日本h資や宮iよすね本)

衛三 ロケット部品(点数)の国産化卒の激減

負のスパイラルを形成

O国 産部品発注の激崩
O部 品メーカの■宙分野からの撤這
〔留定辞選、新規開発拒否)

0■ tg用師品技行者のま少

ヽ
、

、

、

‐

‐

‐

‐

‐

‐

―

―

―

―

―

,国内■百窪 ■の従室量紙

2 0 0 0年度 3 6 9 9億円から

A1 5 1 1億円(約4 ,噺)の減

1970年 ～ 1990年 初頭

主な影響
O高 機能部品の入手困難
O部 品不具合間週の増加

O海 外製部品はブラックボックスが多数
oExPo代 L censeやrrARによる輸出規制問題

5年 間の秘定部品の状況

2000年 2005年 2006年

メーカ敵 37社  圏 淡 3 1 社醸 隣 25社
部品点幾 約 370 160騒 藍豊逆約159

0 [ [ い0 0 を0 0 どo O . 2 ↓ぐ“

1 亜認 □

2 0 0 4年度■白機器産業の売上高は 20 0 0年度より約41 %の減

4業 者の推移は 1999年度より約25晴の減となつている。



」AXA長 期ビジョン

(イメージ)

安全で豊かなFl会の実現への貢献

災害 危機管理情報収集通報システム(イメージ)
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地線霞剤簡醸群測位師里群   超 大型移動体遺憎臨里    超 高連通信価里
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栄害首報

奨嘗状況

澄鶴経路指示

藤族の位宮情報

―   捜 災者関遺ほ

‐　
】一
！■
　
４
十一　
！ョ
ロ
夢
、

河  ユ
′ ヽ     、

全ての機没地住民

賞宮の予用 置驚指示 家族の位檀硬配など

直接個人振常にサービス
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安全で豊かな社会の実現への文献

観測・予測統合地球環境監視システム(イメージ)

| | | |   |   | |

人=鶴 昌観測ネットフーク   ■ ||  |

査球を均一体箱度で観測

/＼|・
【

静止観測簡宴

を

は

現場観測ネットワーク

有人/無人航空機

、卜 , 、`
ヽ

園回観副師里

中摩配倍

| |111
‐・T■ 船n白

通信衛里

ゾンデ

が

ブイて|ユ営1拒 |
輔

利用機関による大気 潟浮 陸域・水循臨

温暖化等のブロセス研究とモデルの精祭

気候・水循軍査勘予測モデルや

氏案箔醸モデル専による予測

実利用機関への

データ直接配慣/

データアーカイブ

人間の活動の影響評価

得られるとな聴報

CO淳 ,出状況

森林伐採状況

大気汚架状況

気象 予報

力況 予報

異常多雨・

阜魁の予測

異常気象予Flる

政策策定のツール

として利用

44

知の削遺と活動領域の拡大への責顧

将来のキ宙観測 ・太陽系探査 (イメージ)
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将基⊇垣盟蚕 =剛重達班蜜笠王ジ)

知の白J道と活動領域の拡大への貢献

― ぞ

カ  ー

1 1 -

46

自在な学宙活範能力の確立

将来の有人宇宙活動 (イメージ)

有人運用技TIの獲得

運用管制

+うブルヘの

対応 処置

鍮

大型システム

航台技術

有人安全

環境制御

結合技術 等
ロボットと人間の協胸作業

ニビ 瑞レギ
,
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自在4字 雷活働鰐力の確立

将来の卑宙輸送 (イメージ)

月探査 利用

ラグランジュ点
深手宙港

宇宙ステーション

有人帰違機

火星へ

道間輸送

応空産韓の成長と将来航空静とのブレークスルー

将来の航空(イメージ)

( ||

ほ題言速無人実江鶴:2025年 頃

(マッハ5クラスの技術を実証う

シアトル

キ
や

|
0

ロサンゼルス

本EE章 率

一　
　
■
．
一

一
‐

ヽ
】

日本,アシア
“
人に値しい旅害機

"

(第2世代国産プランド旅害格)

1地歪晟父拒登聾E雰需とぃ|

題言とnR害機 :2020年 順

Fツ

ハ2梁
畢≧ぞ督居繕岳昌掛

表向関

旬
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平成17年 度」AXA事 業実績

ド=エ ブルロケツトによる光衝星間通信実

験節里「きらり」と小型副衛星「れいめい」

の打上げ・2005824_

M寸 ロケットFこよるX線 天文筒星「すざく」の打

上!ず_200S710、



H―IIAロケット8号機による
陸域観測技術衛星「だいち」打上げ

‐20 0 6 1 2 4‐

H lAロケット9号機打上げ成功
Ⅲ2006218‐

ひまわり汗諸 措職
運輸多目的衛里新2号機
(国主交通省/気象庁)

【lヶ月内に回ケット3機打上げ連続成功】
B宙 を善げた信願性向上の取担みやミッションサクセスに向けた改革により、確実な打上げを実現。

S2

M―Vロケット8号機による

赤外線天文節星「あかり」打上げ
‐2006222‐

一 ― 姦 姦 車 抽 != 1玲 光 通
信 実 験

欧ヽ州宇宙機関(ESA)の 静止衛星ARTEMIS

との間での双方向光衛星問通信の確立に成

功。

情報通信研究機構 (NICT)小 金井本部に設置

されている光地上局との間での光通信実験に

成功。

にだまJによ■l      i姦 …議姦_

データ中経技術衛星(DRTS)に だま」

・大容量の観測データや実験デー

タ等の迅速な地上伝送を図るた

めのデータ中継技術の実証を実

施。

・隆観測技術衛星「だいち」との衛

星問通信実験により、世界最高

速 (278Mbps)を 達成。
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_幕 娘戯蛇駅醒臨舷回=嫁肌綺卿!:翻 __森
富士山

戦 紺督鞠
作製

1辮 の
に

災書状況把握
>地 震、火災、噴火、三油流出などの大規模災害の

の状況把握 → 情報提供による国際貢献

地t観 測、資源採査 等
>土 地被覆、植生分布等の様々な環境状況の把握

阿蘇山

(参考)アジア防災・危機管理システム
JAXA主 体で実施

Ⅲ 「だいちJ(ALOS)や MODS(NASA衛 曇に搭載されてい

るセンサ)こよる災害監視観測システム

2災 害情報の輸出 共有に必要な衛皇画像のインターネッ

ト即時配信を合めた災書情報共有プラットフォームの構築

3宇 宙からの英害監視に関する能力強化のための教育訓

線の実施

意ヽ決定の二企の
有用な情報の収集

態
1 鱗 壁 堅  |

1   被 書状況把握  |

ギ暢畳:台 風



lSS 「はやぶさ」イトカワ到着 /航 空プログラム

スペースシャトル「ディスカパリー号」,
ミッション:STS‐114

(シヤトル飛行及びiSS組立の再開)

期間 :平成17年7月26日～8月9日

射場 :NASAケ ネディ宇宙センター

小型超言速実験機飛行

試験成功(10′10)

大学院教育への協力の状況i_姦_.… ‐―

総研大 東 京大学 特 別共同利  連 携大

用研究員  学 院

総 合 技 術

研究本部

基 幹 シ ス

テム本部

宇 宙 利 用

本部 ※

宇 宙 科 学

研究本部

計
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０

３

４

　

０

０

睡罰

24

(129)

29

(71)

19

(18)

8

( 1 2 )
1 0 7

( 2 3 8 )

1 2 9

2 6 0

．
　

４６

２６

０

４

３

３

２４

・２９

６

６

４

２

29

1

※今年度,新 規協定締結のため講座開設等準備中のため
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今後の打上げ予定

平成17年度 平成i`年度 | 1  平 成19年度 平成20年度

H‐IIA/

H‐IIB

トー

降迭柿朝
技術ま醸寄呈u饗

1情
報止集師

封

月周回缶三

超高逮インターわ卜衛呈

ヨ室効果ガス

寝粛tt行師三

■宙ステー方ツおお授

実証機

H―II Bロケットま酸柱

N【V
第23号 科学幡星

「すざくJ
7月10日打上 す成功

第21号 科学億星

rあかりJ
2月22行上げ成功

第22号 科学衛呈

穴聡観測tS星

その他
「誓督号樽 易島写昇)
8月24日打上 ′度功

野口飛行士

拷品置シ鍋

宇ロステーション

きtまうモジュール

(スベースシヤトル)

宇寅ステーシヨン

吉ぼうモジュール

(スベースシヤトル)

注1"8年 度以降の計画については 必要な予算措置が講じられるとともに、開発が順調に進捗することを前提としており 今後の見直し

によっては変更がありうる。
注2)カンコま外部機関の価畳



第3期科学技術基本計画を踏まえた

今後の取り組み

60

国家基幹技術としての宇宙開発利用

以下の5つの技術については、国家的な目標を長期戦略を明確にして

取り組むものであり、国家基幹技術として位置付けられている

宇宙輸送システム

:◆H→ ltAロケツトの開発・製作・打上げ i

:tぎ紹 母i景|:
海洋地球観測探査システム  盛 縮輔艦輪戦0口 口 … … … い い … … 車 車 主 義

 野
市

ぜ

榔 SttW戦

製

;
……               … …   …     …  庭 “Ⅲ前

:      ___                 _                         :   (AL

`穂二によ苫竜綜濃法あ機揃忙林苫
…
:~地ン` 、ま盗

F i

研究開発及びデータ統合 ,解析シ
ステムの技術開発

◆災害監視衛里利用技術(準天頂衛
量を含む)

◆次世代海洋探査技術

高速増殖炉サイ
クル技術

次世代スーパー

コンピュ…タ

伊韓
X線 自由電子

レーザー

ス



と」AXAの

戦略重点科学技術 」AXAの関連事業

フロンティア 信頼性の高い宇書輸送システム H IIAロケット、H lIBロケット、宇宙ステーション

補給機(HTVj
注)GXロケッHこ供するLNC(液 化天然ガス)推進系

衛星の高信頼性 高機能化技術 信頼性向上プログラム(衛星)

社会基盤 減災を目指した国土の監視 管理技術 災害監視衛星利用技術

(衛星による災書監視 ・情報利用技術及び準

天頂高精度測位実験技術)

新たな社会に適応する交通 輸送シ
ステム新技術

航空機・エンジンの全機インテグレーション技術

および先進要素技術

静粛超音速研究機の研究開発

lT技術の活用による航空管理・運航支援技術

環境 人工衛星から二酸化炭素など地球温

暖化と関係する情報を一気に観測する

科学技術
など

陸域観測技術衛呈(ALOS)「だいち」

温室効果ガス観測衛星(GOSAT)

全球降水観測/二周波降水レーダ

(GPMノDPR)

地球環境変動観測ミッション(GCOM)

雲ブロファイリングレーダ(CPD

注)GXロケッHこついては、その中型ロケットとしての必要性にかんがみ、技術的課題に見通

しが得られた時点で評価・検討を行い、戦略重点科学技術として位置付ける。     62

_国家畠韓軸 と.ヒエ餌 嵐輸送|シス畝
0必 要な時に、独自に宇宙空間に必要な人工衛星等を打ち上げる能力は、我が国の

総合的な安全保障や国際社会における自律性を維持する上で不可欠。

む宇宙輸送システムは極めて高い信頼性が要求される巨大システムであり、国家的な

長期戦略の下で推進する必要がある。

幸
率

年3機 以上の基幹
ロケットの打上げ

を通じた継続運用

世界最高水準
の基幹ロケット
の確立・維持

, ■  ,

H llAロケット           H― IIBロケット
(平成13年度～ 9雄打上げ(6号雄は英威)) (平 成20年度試験機打上lf予定)

宇宙ステーション補総機 (HW)
(平成20年度実証横打上げ予定)

将来のニーズに
対応できる自律
的な技術基盤の

保持

Ｎ

Ｉ

Ｐ
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海挙蝦 サ 義 賤 !般 却 朝 発i輝鼠_
0我 が国の総合的な安全保障や国民の安全・安心を実現するためには、広域性、同

報性、耐災害性を有する人工衛里による観測・監視技tlIが必須。

む多様なデータの収集、解析、提供を行うシステムは、大規模災害等の危機管理に備
えた重要な基盤。

全章降水観測/

轡 理替籍景 弓離 沓歓ゴ

超高速インターネット衛星 技 術試験鯖三加型
平成19年度打上げ  平 成18年度打上げ

シヨン   デ
23年度頃 |

寄 轟 尊 翻難テ
上げ日経
ギ

地震、主砂崩れ、台風、豪雨、洪水などの監視 地球環境観測

温室効果ガスの観測などの地球衰層の環境変動把握

_         デ ータ収集・分析・解析、情報配信 64




